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島根県における中学校運動音風の現状
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亙中学校における運動部活動

　我国の申学校教育は、その目標達成のためには，生徒

の個人的，杜会的，職業的ないろいろな経験を豊かにす

る機会を提供しなければならないという見地から，各教

科の学習活動の他に，「特別活動」という領域を教育課
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
程の申に位置づけている。この特別活動は，生徒活動と

して学級会活動，生徒会活動，クラブ活動、学校行事

として儀式的行事，学芸的行事，体育的行事，旅行的行

事，保健・安全的行事，勤労・生産的行事，並びに学級

指導で編成されている。この特別活動のなかで体育と関

連深いものとして，運動クラブと体育的行事がある。こ
　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
の運動クラブは、自主的・自発的活動で，趣味を伸ばし

余暇善用の態度が身につくこと，集団活動で他人や集団

との関係のあり方を身につけること，学校の生活に充実

感が得られるような活動がポイントとなり，生徒の心身

の発達，人間形成に効果あるものとして期待されてい

る。特にクラブ活動は，運動クラブのほか，文化的クラ

ブ，生産的クラブがあり，上級生，下級生が学年の枠を

越えて，共通の興味。関心をもつ同好の生徒で組織され

た集団で活動するよう義務づけられている。従って生徒

はいずれかのクラブに所属して活動しなけれぱならな

い、そのため，週単位で準傭されている授業時間割の中

に一定の時間が確保されている。これを必修クラブと呼

んでいる、必修運動クラブについては，文化，生産各ク

ラブと比較して，一般に生徒の要求が強いといわれてい

る。たs運営上の問題としては，生徒の多様な要望に，

施設用具，指導者，活動時間等条件整備の面で答えきれ

ないことが指摘されている。．このような必修運動クラブ

のほかに，放課後，自由参加の運動クラブがある。これ

は，明治以降我国のスポーツ発展の申心的役割をはたし
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てきた伝統的な運動クラブのことである。白主性，杜会

性の育成や健康生活の基盤づくりにと，その教育的価値

が高く評価されてきたが，一方，勝利至上主義などによ

る選手制度や，一部生徒の特権意識の助長，練習と勉学

の聞題など，公教育の立場からの問題点が指摘されてい

る。これは単に学校教育の問題にとどまらず，我国のス

ポーツ体制にも原因がある。しかし，学校教育の立場か

ら検討が迫られていることは申すまでもない。

　現在の中学校では，スポーツ活動に関して，教科，特

別活動の運動クラブや体育的行事，更に，自由時の運動

クブラで扱われている。特別教育活動で実施する運動ク

ラブを，必修運動クラブ，自由時の運動クラブを自由運

動クラブとか運動部とか呼んでいるが，以後，運動部と

して扱っていくものである。

　最近，学校教育の立場や、スポーツ振興の立場から、

この運動部についてもいろいろな考え方がある。そのな

かで代表的なものの一つとして、地域社会にその活動の

場を移行させようとするものである。これは，学校教育

の枠内では，指導者の勤務時間の問題，勝利主義と学業

や健康の問題，事故と責任問題など十分対応できない。

また一方，必修運動クラブが実施されているとはいえ，

組織的に、継続して活動を展開することや、より高い技

術を求めて努力するなかで，互いに友情を培い、生活を

明るく豊かにする上からも，学校教育の上で重要とされ

る考え方である。これは，教科、必修運動クラブ，運動

部を包含して，学校体育の目標達成に努力しようとする

立場でもあろう。

　島根県下の中学校においては，教育的な意義や運営上

の諸間題など，十分吟味して実施されているのか明白で

はないが，県内全中学校で運動部活動が展開されている

のは事実である。また，必修運動クラフも多くの中学校

で実施されている。筆者も，現在の島根県内の地域にお

けるスポーツ活動の実態から事現在申学校で実施してい
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る運動部を，地域に移行させるのは反対の立場をとるも

のである。これまでの伝統を生かし，適切な指導や管理

によってタ学校体育への貢献も大きく期待できると思う
　　　　　　　　　　（3）
ものであり，学校体育経営の立場から重要なものの一つ

として運動部活動を取り上げるものである。

x且研　究　方　法

（1）資料収集

　島根県教育委員会が島根県学校体育研究連合会の協力

により収集したものと，島根県中学校体育連盟が収集し

たもの鼻更に筆者が収集したものである。

（2）調査期日と調査対象

　　　　表1　調査期日と鋼査対象

項目
年

昭和⑲年　6月 昭和51年　6月 昭和53年　6月

小規模校100名以下

29校 39校 45校騒
根
県
教
曹
委
員
会

中規模校I10ト200名

41” 33〃 20〃
中規　　皿20ト500名

33” 38〃 42〃

大規500老以上
20〃 21〃 18〃

回　　収　　率 8τ9％ 100弱 100％

年　度
項目

昭和蝸年　5月 昭和52年　5月 紹和54年　5月

一根県字父　　盟　　　弼疋父繁 145校100霜 126校100％ 125校100窮

小1。。薯以下　回収箪 30校100％ 30校100窃 30校100影

筆
者
鵠
査
校
数

101，500回収率
30校100％ 30校100影 30校100％

大規・管伽　回奴
10校100％ 10校100蝪 10校100劣

（3）調査方法
⑧運動部活動に関する調査（島根県教育委員会）質問紙

法．1）生徒数と部員数，加入率、2）部活動開始時刻

と活動時間，3）大会参加回数及びその延日数，4）勤

務時間をこ牟て指導している実態，5）必修クラブとの

関係，6）対外試合等による授業に欠けた場合の処置多

7）活動上の問題点，の項目を抜粋

⑧部活動実施状況調査表（島根県中学校体育連盟）質問

紙法：1）指導者の競技経験の有無と役員等　項目抜粋

竃申学校における運動部活動に関する指導組織について

（筆者）質問紙法：1）指導組織に関するもの事2）運

動部活動に対して生徒の要望　項目抜粋

亙I亙調査結果と考察

1．運動部員の変動と入部率

　身体の形態的，機能的な発育発達の面からも多人間形

成や生涯にわたって健康で充実した日常生活を営む上か

らも，中学校時代には運動に親しむことが大切であると

いわれている。学校体育経営の立場でも，スポーツ活動

を活発に展開するために，いろいろと条件整備に努力し

ている。必修運動クラブの発足も上記の目標達成の一助

にと試みられたものである。この必惨運動クラブが発足

してから7年を経遇しようとしている。従来課外活動と

して実施してきた運動部活動に何等かの影響があるので

表2　生徒数と部員数

回員’也 生　徒　数 運動。員数 加　入　率 文化部員数
区分　　　日 男 女 計 男 口 男 百 男 女■ 計

加　入　率男「丁「評■

ハ　　　父 829 838 1667 805 700 1505 町．1 83．5 90－3 35 螂 1詔 42 亘．7 ＆0

中規模校I 2943 28σ7 5750 2257 1，469 3726 76，7 50．2 飢8 324 6弘 1018 11．0 24．7 1τ7
昭
和
4
9
年

中規父皿 5，390 5358 10，748 3，942 2肪9 6，501 73．1 47－8 60．5 638 14蝿 2，086 11．8 27．0 194

大規　父 6560 6419 12979 4η7 3，515 8，252 皿2 風8 ∩．6 1089 1962 3051 16．6 飢6 風4

計 15，722 15422 311μ11741 8，2’ 199泓 74．7 鼠5 弘2 2086 420g 6288 13．3 27．2 蛆2

小1見　父・ 1，383 1，257 2蝕0 1254 1002 2256 90．7 租7 駈 74 185 259 a4 147 98
規木校I

2
， 2，294 4，614 1，772 1，409 3，181 76．4 614 68，9 脆7 596 863 11．5 26D 18．7

昭
和
5
1
年

中規模校皿 5，953 5753 11706 4，509 3367 7，876 7a7 鴉．5 67．3 773 1，729 2502 1＆0 飢1 21．4

大規芥父 7，718 7，365 15．α弼 54騎 3912 9398 71．1 53，1 623 1102 2355 3妬7 14．3 32．0 229
計 17374 16669 34043 13021 9690 22711 749 鼠1 66．7 2216 48鉤 7081 1g．8 29，2 20．8

小規模校 1494 1478 2972 1283 1160 2443 85．9 78．5 82．2 122 202 鋤 敏2 13．7 10，9

中規模校I 1383 139ア 2780 1068 936 2004 77．2 67．0 72．1 147 螂 581 10．6 31．1 20．9昭
和
鴉
年

中規模校皿 6，693 6384 13077 5325 3853 9178 79，6 飢4 7α2 965 2156 3，121 144 33．8 23．9

大規　父 7，154 6棚 13，839 5276 3738 9014 7a7 阻9 65．1 1，027 2042 3，069 1↓4 30石 22．2

計 16724 15馳432668 ］2952 9687 22639 77．4 60．7 傲3 2261 4834 7095 13．5 303 21．7

はないかと関心を持たれるめも事実である。

　表2から
　小規模校49隼9013％，51年85．5％とやや部員の減少が

みられるが，申規模校I　n64．8％，60．5％から68．9％，

67．3％と増加している。小規模校も部員はやや増加して

いるものの，生徒数が増加しているために率が低下した

ものである。昭和42年島根県教育委員会クラブ活動調
　（4）

査と比較してみると，男子53．O％，女子28．3％の運動部

加入率に対して，49年男子74．7％，女子53．5％と，女子

の運動部加入率の増加がめだつ。51年から53年にかけて

も中規模校I皿、大規模校ともに3％程度の増加傾向が

みられる。男女別では，すべての規模の学校で，男子の

入部率が女子の入部率を上まわっている。学校規模が大

きくなるに従って，入部率は低くなっている。これは，

生徒数の増加と，施設用具の整備の状態が関係している

と思われる。文化部への加入率も年々増加している。島

根県の申学校では，部活動生徒の増加傾向がみられ，運

動部，文化部いずれにも所属しない生徒は10％弱で，運

動部所属生徒は，全体の約70％で，42年の465％と比較

すると約25％の増加がみられる。この全体から眺めたと

ころでは豆必修運動クラブの発足が，減少の方向に働い

ていないことが推察される。
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　運動種目別にみると表3a．b．cから，学校で設置し

ているなかで多いものは，団体的種目のバレーボール女

子が，49年100校71．4％，51年121校92．3％，53年

116校92．8％，野球51年74校56．5％，個人的種目の

卓球男子　49年，51年，53年，66校47．1％、68校51．9

％，68校54．4％，陸上競技男子が49年，51年，53年，

63校45％，68校51．9％，66校47．1％，卓球女子，陸

上競技女子、庭球男女，団体的種目のバスケットボール

男子がその他の種目に比較して多く設置されている。対

人的種目のなかで剣道が，男女とも49年，51年，53隼，

53校37．8％，27校19．3％，57校43．5％，34校26．O％

50校40％，34校27．2％，柔道、’弓道と比較して多く設

置されている。島根県においては，個人的種目の陸上競

技，卓球，庭球婁団体的種目のバレーボール，バスケッ

表3－0　個人的種目

部　数 部　員　数 平均部員数藷男女部慧
男 女 計 男 女　計 男 女 酎

陸上競技 63 51 114 1，226’ 775■2001 1臥5 15．2 17．6昭
4
9
　
5
　
5
3

57 125 1，297 η6；岬3 蛆1 1a6 1a6
　
6
8
＾
　
　
■
　
髄

58 124 郷 883 2115 1＆7 岨2 17．1

体操競技 17 18 35 317 458 775 18．6 254 堕．1

4
9
5
5
3

13 24 37 209 脳 7蝸 16，1 鉱3 20」2

12 21 33 168 472 640 14．0 黎5 1a4

水泳競技 23 20 43 η6 239 515 皿O 岨O 工2．0　一…

4
9
5
1
5
3

醜 19 幻 搬 205 541 14．0 1α8 1！．ユ　ー

20 19 39 309 203 512 岨5
10．7． 13，1

庭　球類 52 43 95 1，331 1刮5 2，闘 25－6 組2 鋤O

4
9
5
1
5
3

49 研 106 1，378 2．193 a研1 鴉．1 組5 傲7

蝪 55 ユ，369 a◎85 3蝿 鳳8 研．9 拠2

卓　　球 66 57 1乃
‘1■1471

1233 2脳 勿3 2蝸 22．04
9
5
1
圖

68 研 135 1，6四 1、娼5 3118 凪9 泌3 風1

68 68 136 1，700 1153 3．脇 亙O 泌8 23．9

バドミントニ〆 O 2 2 0 四 39 O 195 195
4
9
5
1
5
3

O 1 1 0 8 8 O 8．0 8．0

2 12 工8 3C 皿0 工＆0 150

註※〔庭球は軟式庭球、以霞同様〕

トボール，対人的種目の剣道が多くの学校で実施されて

いる。反面，少ない種目としては，対人的種目の相撲茅
　（5）

弓道，団体的種目のホッケF，ソフトボール，個人種目

のバドミントンである。

　部員数では，庭球女子，野球，バレーボール女子，バ

スケットボール男子で，29名から38名ぐらいで，多い方

である。また，各部の平均部員数については，年度ごと

の変化はあまりみられない。ソフトボール，ホッヶ一，

弓道については，発足年度が新しく，実施校が少ないと

いうことは、57年島根国体へ向けての普及強化策の影響

をうがうことができる。

2．運動部活動の開始時刻と活動時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　学校規模、年度，いずれをみても練習開始時刻は差が

みられない。月曜日から金曜日までは，15時50分から16

時の間で開始されている。土曜目は，13時30分から13時

40分の間で実施されている。

　表4a．b．cから，1回の練習時間では野球1校5時

間を示し最高である。団体的種目，個人的種目，対人的

表3一ク　団体的種目

年。部数他 部　数 部　員　数 平均部員数

種 年度 男 女 許 男 女 酎 男 女 計

バスケットボール 敏 18 72 1506 509 2015 27．9 凪3 狙0
昭
4
9
　
5
1
　
5
3

60 17 77 1771 蜘 2鴉1 29．5 野．1 鳳0

53 18 7
1

1β73 515 2，188 31．6 狙6 30．8

バレーポrlレ 55 100 155 1302 29囲 4225 鴉．7 亙2 273型
5
1
5
3

坐 121 165 9肪 3脳5 4，捌 21．7 亙1 27．2

42 116 1田 1040 3μ 4282 24．8 狙0 η．1

サッカー 24 O 24 719 0 719 30．0 30．0
4
9
5
1
5
3

25 O 25 803 2 鯛 32．1 32L1

24 O 24 814 0 814 33．9 組9

野　　球 61 O 61 2007 4 a011 32．9 鉱9
4
9
5
1
5
3

74 O 74 2727 5 2732 扮9 36．9

65 0 65 1醐 3 1570 払1 払2

ソフトポール O 8 8 O 255 255 0 31．9 31．9
4
9
5
1
5
3

O 9 9 O 螂 246 O 27．3 27．3

0 10 10 0 308 鵬 0 30．8 飢8

ホッケー 1 0 1 10 2 12 1α0 1α0
4
9
5
1
5
3

1 O 1 13 0 13 1a0 皿0

1 2 3 21 27 48 21．O 13．5 16．O

表3－6　対人的種目

年．　部数他 部　数 部　員　数 平均部員数
種目男女

年度 男 女 計 男 女 計 男 女 計

柔　　道 21 0 2
1

427 0 427 狐3 O 2α3昭
個
5
1
5
3

25 0 25 503 2 鵬 20．1 20．1

23 O 23 451 O 姐1 19．6 0 皿6

剣　　遣 囎 η 80 1，1理 郷 1，370 21．2 9．1 17．1

4
9
5
1
5
3

57 34 91 1337 留5 1572 21北 a9 17．3

50 34 87 1，132 343 1，475 泌6 1α1 1τ0

弓道※ 1 1 2 33 34 67 33．0 3垂0 33．5
4
9
5
1
5
3

1 1 2 31 1 32 31．0 31．O

1 1 2 49 1
7

66 蛆0 17刀 33．0

相　　撲 1 O 1 4 0 4 ム0 0 40ω
5
1
5
3

O 0 0 0 O 0 O O O
0 O O O 0 0 0 0 0

註　※　弓道ま武適的扱　としてこここ入れたものである。註　※ 弓道は武適的扱いとしてここに入れたものである。

表4－o活動時間，個人的種目
（唾1位　分）

小　擬　襖 中鋼襖I 中規機皿 犬　叙　樋 全　　　体
平
均
M

鍛暦M蝋 澱鯉Mi呵 平
均
M

鍛
錫
M
a

鍛娯Mo
平
均
M

鍛萬M帥 鍛低Min
平
一
M

遜
腐
M 繍

平
一
M

鍛
M
日

Min
106 150 60 103 150 60 115 170 80 132 180 90 116 180 60

駿
上
嚇
年
奄
　
　
　
5
　
　
　
6

133 180 90 123 165 50 120 180 50 127 180 90 125 180 50

113 150 70 121 150 70 126 200 60 141 210 120 127 2！O 60

122 150 90 141 180 100 135 180 90
体
操
戯
技
4
　
　
　
6
　
　
　
5

128 150 90 132 210 90 129 210 90

150 150 150 100 100 100 工37 150 120 151 210 120 143 210 100

110 120 90 110 150 90 103 150 30 1蝸 170 120 80 170 30
水
泳
鮫
技
4
　
　
　
5
　
　
　
5

105 105 105 113 150 60 133 180 60 124 150 90 123 180 60

156 195 120 150 150 150 126 180 90 145 220 100 133 220 90

122 150 90 120 160 70 21 180 80 M5 180 120 127 180 70
嬢
　
球
4
　
　
　
5
1
　
　
　
5

130 180 90 137 180 80 131 180 90 133 190 90 工32 190 80

145 2工0 120 136 150 100 150 310 60 151 210 120 147 310 60
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車
　
蛾
4
　
　
　
5
　
　
　
5

122 150 90 133 180 80 128 180 90 135 210 90 129 210 80

129 180 90 136 180 60 138 260 60 153 210 120 139 260 60

／ ／ ／ 110 120 10⑪ 110 120 100
・叩ミントソ4　　　51　　　5

／

／ ／ ’ ／
　
1
／
／

　
／
／ 70 70 70 70 70 ？O

／

1 ／ 120 一20 120 120 120 一20

／ 1 i20 120 120 120 120 120
弓　適犯　　　51　　　53

／ ／ ／ 150 150 150 150 150 150

1
／

／
／ ／ 150 1εO 150 150 150 150

種目の間では，団体的種目、対人的種目が比較的多い傾

向を示している。全体としては2時間ぐらいの練習時問
　　　　　（4）

である。42年の報告では，約50％が30分から1時間、41
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表4一ろ活動時間，団体的種目

島根県における中学校運動部の現状

（塚位　分）

　　　襖　　頚翻目　眉

小　煙　襖 中縄襖I 中燭倒皿 大　縄　蟻 金　　　体
平
均
M

簸
濁
M
8
x

鍛
低
M
i
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1

平
均
M

擾
商
M
舳

鰻
低
M
o

平
均
M

鍛
繭
M
醐

鑑
低
M
o

平
均
M

鍛
蘭
M
眺

遇
低
M
i
o

平
均
M

遇
商
M
a
累

澄
鐙
M
i
而

10 12 60 114 15 7ε 13S 1勧 90 138 一80 60 128 洲
6⑪

・似ケサト‘姻ポ‘ル　　　5　　　困

M 180 100 1側 210 120 129 180 6 1艶 21 80 1劉 210 60

13 180 90 13 150 β蜘 13 20 90 162 21 1劉 1釧 210 90

12 180 9 125 ㎜ 70 13 幽 90 13 20 60 13 2蜘 60
パレーポ・ル4　　　醜　　　困

13 180 90 140 210 80 1幽 180 9 1鋤 2m 90 135 210 80

133 蜘 90 150 200 100 150 洲5 90 1犯 210 120 1冬 洲5 90

124 18 仙 1姻 18 90 1釣 180 60 13 180 60
サ亨カー廻　　　靱　　　⑱

13 133 13 141 180 90 133 180 90 1鎚 1εo 120 136 180 90

120 120 120 137 160 120 1蝸 200 120 150 160 120 1狛 200 120

1姻 170 120 129 180 90 1棚 2①o 90 152 200 100 1側 200 90
野　球銘　　　51　　　黎

135 180 120 1εo 210 90 1蝸 210 90 140 210 120 1側 210 90

160 180 120 169 200 150 150 210 eo 167 800 1馳 167 300 90

137 170 1釦 1渕 150 100 138 170 100
ソフト水・ル鍋　　　51　　　困

／ ／ 140 1｛0 140 1瑚 150 120 1蘭 150 120

150 180 120 1仰 150 140 148 180 120

／ ／ ／ 60 60 60 60 oo 60
ホサケ，幽　　　51　　　53

90 30 90 90 90 90

／ ／ ／ 95 95 95 騎 95 95

表5一α顧問教師の担当運動種目の有無，団体的種目

　　駐　Nはその年次の種目別教屋実数をあbわす

％が1時間から2時間である。従って，42年と比較する

と練習時間はや㌧増加の傾向である。

　練習時間が少ない種目は，ホッケーであろう。学校規

模別では、大きくなるに従って時間も多くなる傾向があ

る。部員数と施設用具の条件が関係しているかどうか明

確ではない。

　練習終了時間は，開始時刻との関係で、18時から18時

30分の種目が多いと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　（6）
3　年間の大会参加回数及び延日数

　隼間における大会参加回数は，49年の種目ごとの最高

として陸上競技15回バレーボール11回，野球10回，卓

球，剣道の9回などが多い種目といえる。全体として

は事6回から4回が大部分の種目である。延日数につい

ては，全体として4目から7日の間である。年度ごとで

は、53隼度になって、大会回数が増加傾向にある。種目

項目
種目 願閥教師の種別

昭和48隼教璽数　％ 昭和52年教璽歓　％ 昭和54年教屋戯　％

スケパ　ル で公　　1 7　86 4　51 5　54公　鍛 5　6．2 9　11．4 6　6．4
験 23　284 21　266 24　25

48年N困81駒隼N冒79艶年N昌g3’レ　　　ル

経験 46　56，8 45　56．9 58　62．4
鯖技経駿者で公縄審判員 18　94 14　76 17　78鯛年N呂19152年N冒183敏年N壇218

公　翻　審　判　員 26　13．6 25　13．7 30　13．8
鯉　蹟 52　273 49　268 53　243

競　　未経験 95　497 95　51．9 118　54．1

サソカ 競技経駿者で公蝿審判員 1　33 4　111 4　108
姻年N呂3052年Nヨ36黎年N鱈37

公　鯉　審　判　員 5　1a7 6　16． 5　13．5

鏡　技　経　験　者 5　167 6　工624　111
鰯　　．　経験者 19　63．3 22　61．1 22　59．5

野 競技経験者で公鰯審判員 2　23 3　34 3　28塊隼N温8552年N宮89聰年N顯108

公　麹　審　判　員 4　4．7 7　7．9 8　7．4

競　技　経　験　者 27　318 25　23131　348

競技未経験者 52　61．2 48　59 7　6
ソフト　　ル 鯖技経験者で公翻審判員 0　0 1　100 0　0蝸隼N呂1252隼No10幽年N昌　g

公　翻　審　判　員 3　250 1　10．0 2　22．2

競　技　経　験　者 2　167 0　01　100
競技来経験 7　58．3 7　70．0 7　7τ8

ホ7ケ 競技経験者で公鍛審判員 0　0 O　O O　O狛年N蟷　0田年N目　2刷年N＝　3

公　認　審　判　員 0　0 0　0 1　33．3

競　技　経　験　者 0　0 O　O O　O
技 0　0 2100 2　6

鯖技経駿者で公認審判員 28　70 26　65 29　62
鮒 公　認　審　判　員 43　10．8 48　12．0 52　11．1

戯　技　鰹　験　者 109　273 106　266 108　231
経 219　5．9 219　59 279　596

399 399 468
駐　Nはその年次の種目別教屋実数をあらわす

表4－6活動時間，対人的種目
碑位分）
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表5一ろ　顧問教師の担当運動種目の有無，個人的種目

項目
願間教師の種別

種目

昭和48年教嵐数　％ 昭和52年敬屋数　％ 昭和54年薮貝敏　錫

鐘技経験著で公鯉審判員 26　222 7　a4 13　12．O
陸上競技姻年N811752年N蜆10954隼N8108

公　醒　審　判　貝 47　40．2 43　39．5 側　40．7

鰯　技　軽　験　者 14　12．O 13　11．9 6　5．6

饒技未趣験者 30　256 46　42．2 45　41，7

鰯技経験者で公翻審判員 22　45．8 6　16．7 5　13．9
体操鰯技娼年N848固隼N83654年N鋏36

公　鯉　審　判　属 10　20．9 12　3a3 14　38．9

繭　技　経　験　者 4　8．3 4　11．1 2　5．6

鰯技未軽験者 12　25．0 14　38．9 15　41．6

競技軽験者で公纏審判員 0　0 1　2．4 2　6．4

公　魑　審　判　負 5　15．2 8　19．O 8　25．8

水泳滋技坦年N白3352年N呂4254年Nヨ31

競　技　軽　験　者 2　6．1 12　28．6 2　6．4

鱗技未軽験者 26　78．7 21　50．O 19　61．3

競技経験者で公認審判負 4　3．7 1　0．9 5　42
公　鰯　審　判　員 1　0．9 5　4．2 10　8．8

慶　　　球姻年N昌10852年N割11354年N蜆工13

鯖　技　経　験　者 29　26，9 26　23．0 21　18．6

競技未軽験者 74　68．5 81　71．7 77　68．1

競技軽験者で公魑審判園 2　1．5 5　4．O 5　a7
公　翻　審　判　員 16　12．2 5　4．0 10　7．4

卓　　　球姻隼N蠣13252年N蜆12454年N蘂136

競　技　軽　験　者 25　18．9 20　16．9 23　16．9

繊技未軽験者 89　67．4 94　75．8 98　720

繊技軽験者で公認審判員 0　0 0　0 0　0
公　翻　審　判　員 0　0 0　0 0　0

バドミントン蝸年No　0毘年N蛆　O脳隼N邊　2

鰯　技　綾　験　者 0　0 0　0 0　0
競技未艦験者 0　0 0　0 2100．O

競技経験者で公綴審判園 0　0 0　0 0　0
公　灘　審　判　員 O　O 0　0 0　0

ヨ　ツ　ト蝸年N≡　052年N；　0醐年N蟷　1

鰭　技　経　験　者 0　0 0　0 1100．0

競技未軽験者 0　0 0　0 0　0
鯖技経験者で公灘審判員 54　132 20　4．7 30　7，O

公　認　審　判　員 79　19．4 73　17．2 86　20．1
酎

饒　技　経　験　者 74　18．1 75　17．7 55　19．9

戯技未雛験者 201　狐3 256　60．4 256　60－O

408 4乏4 427

　註　Nはその隼次の種8別教屋棄激をあらわす

表5－o顧閥教師の担当運動種目の有無，個人的種目

＼
＼
項
目
樋
目

顧間教師の種別
昭和48年数員数弱 昭和52隼数奥数錨 昭和54年載風数％

鹸技経験者で公溜蕃判員 618．2 413．3 4　12．9

公認審判員 1030．3 826．7 929．0

葉　　遺姐年N呂3352年N困3054年N－31

競技経験者 4岨1 826．7 825．8

競技未経験者 1339．4 1033．3 1032．3

競技経験者で公鍵審判員 2　2．9 4　6．7 4　5．9

公躍審判員 5　7．2 1　1．6 2　3．O

剣　　適蝸年N目6952年N360脳年N67

競技経駿者 2840．6 1626．7 1522．4

鏡技兼経験者 3449．3 39650 4668．7
競技経験者で公認蕃判員 0　0 0　0 0　0

公鰯審判員 0　0 0　0 0　0

弓　　遭姻年N呂152年N呂154年N　1

競技経験者 O　O O　O 0　0
競技未経験者 一100．0 1100．O 1100．0

競技経駿者で公醒審判負 0　0 0　0 0　0
公認　審判屋 0　0 0　0 0　0

フェンシング娼年N冒052年N＝0眺年N－1

競技経駿者 O　O O　O 1100．O

髄技未経験者 0　0 O　O 0　0
蹴技経験者で公認審判員 8　7．8 8　8．8 8　＆0

公鯉審判員 15　4．5 9　99 11　11．O
鮒

競技経験者 3231．1 242a4 2424．0

競技未軽駿者 4846．6 5054．9 57　57．O
103 91 100

．■’競技経験者で公綴審判輿
67　7154　6090　99

公鍛　審判員 137　15．1 130　14．η 149　15．8
合　針

餓技経験者 21523．6 20522．4 187　198

魅技未経験者 46851．4 52557．4 54057，3
910 914 則3

鮭　Nはその年次の種目別教屋載をあらわす
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ごとの最高も，陸上競技13回をはじめ，バレーポール，

庭球，卓球，剣道，柔道と10回以上である。延日数は大

部分の種目が5日から7目でホッケーの9日がめだって

いる。球技において比較的多くなっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
4．顧問教師の運動経験や競技役員の有無

　表5から
　顧間教師について，自已の担当運動部の運動経験のあ

る者は，全体としては少ない。公認審判員の資格取得者

を含めても40％ぐらいで，未経験者が50％強である。年

度Cとの差は，49年調査より，51年，53隼と未経験者が

多くなっている。

　種目間では，対人的種目の柔道と個人的種目の体操に

ついては他の種目に比較して経験者が多くなっている。

未経験者の顧間教師の多い種目としては，個人的種目の

庭球，卓球，団体的種目のホッケー，ソフトボール，対

人的種目の剣道が，それぞれ60％から70％である。年度

ごとについてみると，48年より52年，54年と全体の顧間

教師の増加傾向を示しているのとは逆に，経験者の割合

は低くなっている。個人的種目の体操競技では，他の種

目と比較して未経験者の割合が低い。これは，安全面，

　表6　勤務時間をこえて運動部を指導しているかとうか

年　度
項　目

昭和49年 昭和51年 昭和53年

教職員コーチの積極的指導によって

3
4
2
7
．
6

5
7
3
5
．
O

3
6
2
α
1

生徒の要求が　　つよいので
2
1
1
τ
1

3
5
2
1
．
5

2
7
1
5
．
8

勤
．
務
時
間
を
こ
え
て
行
二
＝
U
＼
る

現状ではやむを　　えないので
6
2
5
α
4

7
1
4
a
6

10561．4

判　ら　な　い 0 0 0

そ　　の　　他
5
公
1 0

2
1
．
2

行っていない 1
α
8 0

1
α
6

無　　　記 0 0 0

　　　　　　　　　　　　　　上段：実数、下段：％

6．顧間活動と勤務時間

　学校スポーソ活動の間題で，運動部活動を地域のスポ

ーツ活動として位置づける方向でいろいろ検討されてい

る。その原因の1つとして，顧間教師の勤務時間の問題

がある。島根県ではどのような状態であろうか。

　表6について

　49年99．2％，51年100％，53年99．4％の顧問教師が

勤務時間外で指導している。たゴ，その理由のうち，現

状ではやむをえないとする者が，50．4％、43．6％、61．4

％と約半数の顧問教師は，いろいろ間題を抱えながら，

生徒の将来を期待したり，今後の改善を期待しながら指

導していると推察される◎願聞教師決定の方法や，部活

信　　男 77

技術指導面とその種目の指導管理上の特性が影響してい

ると思われる。

　こ㌧数年身スポーツ振興の立場から星指導者の研修の

機会が配慮されている。特に学校体育の立場からは，必

修運動クラフ，運動部の指導技術の向上や，運営上の問

題解決に手助けになれぱと講習会等開催されている。し

かし，年度ごとの変動をみても，担当種目の専門性につ

いて十分考慮されているかどうか推測できない。各学校

で、運動部活動の教育的効果を期待するならば，顧問教

師決定についても工夫が必要と思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
5．必修運動クラブを実施することへの部活動への影響

　運動部活動に影響ないとする学校は，49年113校91．9

％（回答校123校），51年129校98．4％（回答校13ヱ校），

53年119校97．5％（回答校122校）と各年度において，

必修運動クラブの活動が，運動部活動にほとんど影響な

いと答えている。これは，必惨運動クラブの運営上の問

題としてクラブ員数と施設用具が少ない，指導者が少な

い，活動時間が少ない，などが影響していると思われ

る。現在は島根県においては必修運動クラブの影響はみ

られない。

　表7　対外試合等セ欠けた授業の処理

年　　度
項　　目

昭
和
4
9
年

昭
和
5
1
年

昭
和
5
3
年

全教員で都合のつく人が補充帰校後ふりかえる

7
4
6
0
．
7

8
2
6
3
．
1

5
2
3
3
．
3

他教科を含めて全教貝が平等回数の補充となるよう配慮

2
3
1
8
．
7

2
2
1
6
．
9

1
6
1
0
．
3

課　　題　　学　　習

1
1
8
，
9

6
4
．
6

4
6
2
9
．
5

同教科の教員による補充 7
5
7

5
3
．
8 6

a
8都合のつく人の補充のみ

6
4
．
9

1
5
1
1
．
5

3
6
2
3
．
1

そ　　　　の　　　　他
2
1
．
6

上段　実数、下段　％上段．実数、下段

載務、生徒指導、体曹の三主任がいづれか1人の重糎回答（1人カ3項目迄

年　　校数 49 51年
匿

53年
123 131 125

1．施設用貝が充分でない
8
2
6
a
7

7
8
5
9
．
5

8
0
6
4
．
0

2　　父が山間に杢り撞営が多いと力通学距雛が艮㌧等　　地理・特殊性1．ある
8
7
7
0
．
7

6
8
5
1
．
9

6
3
5
0
43．教職屋の勤務時間との関係も舎めて活動の時間にある

6
9
5
6
．
1

8
8
6
7
．
2

脳
6
7
2

4榊鵡部織繊・大輔等による教鯛　　　健の授薬時鉦の減少
4
3
3
5
．
0

6
2
4
7
．
3

4
1
3
2
8

5　指導者が部活蛾へあまり　ないとカ　　意にや⇔欠け　　る　教職一側にある
2
9
2
3
．
6

9
6
，
9 5

4
0a　進学との関係で部活酬ζ関心のない生徒が多い

1
6
1
3
．
O 8

6
1

2
1
67．大会、錆嚢会へ出かける教職員の旅蟹

6
4
．
9

1
8
1
3
7

1
3
1
0
48．遼征時、平棄の活釧ζともなう部負の経済的負担 4

3
3

2
7
2
0
6

3
4
り
7
2

9．そ　　の　　他 1
2
9
6

2
3
1
7
6

2
1
1
6
810．無　　　　　答

1
9
1
5
．
4

1
6
1
2

3
2
2
5
6

表8　運動部における活動実施上の間題点
　　　　　　　体曹の三主任がいづれか1入の重糎回答（1人が3項目迄）

　　　　　　　　　　　　　　　　上段：回答頻籔、下段：踏

動全般についての校内の共通理解等学校経営全体の立場

からの解決にむけての努力が必要と思われる。

7．対外試合等によって欠けた授業の処置

　表7について
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　49年は全員で協力して処置する607％、平等担当187

％で，都合のつく人による補充が4．9％と、学校全体で

相互に助け合う方向で処理されている。51隼も49年と同

様な煩1向があるが，53年になると全員で協力して処理す

るということが33．3％と半減している。互いに迷惑をか

けないという立場からすれば理解できるけれども，校務

分掌等，学校組織編成や，学校経営全体の立場で，その

処置については明確にしておくことが大切と思われる。

8．運動部活動の問題点

　表8から

表9　生徒の要望

昭蝸女1：1。。 昭・・女Lき暮。

項　　　　　目
男 女 酎 男 女 針

自分ができなくても活動に参施してはしい
45134、 37534． 82634．4 413356 3583a5 76135．6

技術指勢をしてはしい
373蛆7 24121．9 61425．6 36231． 222つ2．7 5942τ8

練習針画に部員の気持を汲んでほしい

1
2
6
9
．

13712．5 26311．0 958．2 1041α6 199a3
顧
問
薮
師
に

繰習以外のことにも相淡にのってはしい
1341α3 938．5 2279．5 98＆4 83a5 1818．5

皆、平割ζ指導してほしい
1017．8 13812．5 2399．9 675．8 11411． 181＆5

拭合のときも来てほしい
826．3 6256 1446．O 353．O 434，4 783．6

舎宿練習を針函してはしい
211．6 131．2 341．4 171．5 161．6 3o1，5

無　　紀
120．9 41a7 532．2

1
3
1
．

如
4
．

5325

現在のままでもよい
1209．2 87τ9 2078．6 1181α2 818．3 1999．3

もっと拡充整磁してほしい
、18090．8 、0139 。．193　91，4 ．0428a8 89991．7 ．94工90．7

拡充整㈱困蜷の時は
施
設
用
具
に

このままでもしかたがない
28320 36560

6
4
8
り
g

217η08 206つ2．9 42321．8

使用の仕方を鯛整してはしい
78866．8 62661．8 、414645 70267．4 6367α7 ．33868．9

校外の施設を利用さしてはしい
9
6
＆

11 107

9
11511．0 475．3 1628．3

わからない
13 11 24 8

0
8

10 18⑰9

上段：実数、下段：影

　島根県においては，勤務時間が活動時間に影響すると

答えた学校49隼56．1％，51年67．2％，53年67．2％と

増加している。また，地理的条件も含めた通学の影響は

70．7％，51．9％，50．4％と減少煩向にある。各年度とも

多いのは，施設用具の不足，地理的条件，勤務時間の問

題，補欠学習指導の問題，遠征費等活動経費の問題等で

ある。顧間教師活動で解決できるものが少なく，他の力

を必要とするものが多い。注目されるのが，進学の関係

と答えている学校が少ないことである、学校教育全体の

枠組のなかで十分検討されねぱならない。
　　　　　　　　（9）
9。運動部員の要望

　表9から
　顧問教師に望む項目と，施設用具にかかわるものと二

つに大別してみると，顧間教師に対して，自分が実際に

運動ができなくても，練習に参加して，いろいろ相談や

助言をしてほしいとするものが、48年，52年34．4％，

35．6％と変らない。また，男女の差もみられない。次に

多いのが，技術指導を要求しているもの，48年25．6％，

52年27．8％である。男子の方が，女子に比較して技術
　　　　　　　　　　　　（8）
指導を強く望んでいる。42年男28．2％タ女24．1％と比較

してもあまり変らず、部員の要求の一側面を物語ってい

る。指導の平等化については，女子の要求がや㌧高い率

を示している。また、生活指導の立場でも部員と接して

もらいたいとする者10％近くいる。

　施設用具については，90％近くの者が不足を訴えてい

る。特に拡充整傭が無理な場合は，運用上の指導を強く

望んでいる。学校体育経営の立場から，特に施設経営の

問題として注目される。
　　　　　　　　　　　　　（8）（9）
10．運動部についての指導組織

　学校体育経営の立場から，指導組織の類型化を試みよ

うとするとき，

　A　運動部のための独自の審議機関がある。

　B　Aの機能を包含した他の審議機関がある。

　C　運動部のための審議機関はないが，個人でその機

　　　能を代行している（例体育主任，校長，教頭）

3類型を尺度として実態を眺めたものが表10である。

　規模別にみると，大規模校が48年A50％、B50％，52

隼A83％，B16．7％。54年A66．7％，B33．3％と学校体

育経営の立場からみて，申間管理部門が最高管理部門に

表10一指導組織

項目 種 昭　和 昭　和 昭 和

規模 別 48隼％ 52年％ 54年％
小 A 1　　a6 2　τ7 2 77
規 B 9　3Z1 10　38．5 8 3α8

模 C 18　6ム3 14　5a8 16 61．5

30校 計 28 26 26

中 A 4　16．0 6　23．1 9 375
規 B 13　52．O 11　42．3 11 45，8

模 C 8　3Z0 9　346 4 1a7

30校 計 25 26 24

大 A 4　50．O 5　8a3 6 667

規 B 4　50．0 1　16．7 3 3a3
．

模 C 0 O O
10校 計 8 6 9

回答率 8τ1％ 8λ9％ 843％回答率

A　運動部のための独自の審議機関がある
B　Aの機能を抱含した他の審議機関がある
C　運動部のための審議機関はないが個人でその機能を代行している

位置づけられている。これは，顧問教師の決定争部活動

の基本方針の決定，大会参加にかかわる規定作成里施設

経営，選手決定の共通理解，予算の決定や執行等につい

て学校全体の立場で眺め，A，B，Cの判定を試みたも

のである。規模が小さくなると，教員数の関係等から

B，Cが多くなっていると思われる。しかし規模は小さ

くても至学校体育経営のなかで，運動部活動をどう位置

づけ，生徒のよりよい成長発展を願うとするならぱ，学

校の指導組織編成の上からも十分考慮されるべき問題で

あると思われる。そのことが身4，6，7，8，9でい

ろいろ問題になっている事項解決の糸口にもなると思う

ものである。規模が小さくてもA，Bのタイプの増加が

望まれるものである。

W　結　　　語

1．団体的種目のバレーボール女子，バスケットボール

男子，個人的種目の庭球男女，陸上競技男女，卓球男女

は，学校規模に関係なく多く設置されている種目である。
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　対人的種目では享剣道の設置が柔道に比較して多い。

また，相撲は大変少ない。

2．運動部に加入する生徒は増加傾向にある。生徒の要

望を努カして受けとめないと，現在以上の部員の増加は

困難となるであろう。

3　部活動開始時刻は。学校規模，種目とも差がみられ

ない。活動時間は，球技のなかでも，バレーボール，バ

スケットボール、野球，庭球，卓球が多い。

4．顧間教師のなかで担当種目経験者は少ない。顧問活

動と勤務時間の間題は，いろいろ悩みながらも勤務時間

を超えて指導しているものがほとんどである。

5．各種目とも，活動時間は1時間30分から2時間が多

い。開始時刻から推定すると18時から18時30分に活動を

終了するものが多い。

6．運動部を，教科，必修運動クラブなど一体化して生

徒の成長発展に努力するためには，学校体育経営全体の

立場からの組織づくりの必要があると思われる。

V　今後に残された問題

　中学校における部活動の実態調査を進めるにあたって

は，生徒の要望を把握しながら，一方，学校経営全体の

立場から，教育活動に位置づけた扱い方の方向ク他方，

教育活動以外の立場で扱っていく方向，いずれにして

も，学校独自で解決できる問題，教師個人の立場でも努

力すれば解決できる間題，行政とか，他の力の援助を必

要とするものなど，ある程度，問題を整理し，それに対

応した調査研究が必要と思われる。このことが、社会体

育の立場からのスポーツ振興と，学校教育の目標に向っ

て活動を展開している運動部活動の今後の進め方や指導

方針決定で山積している問題を解決する糸口でもあると

思うものである。

（7）

（8）

（9）

表）p．11昭和53年6月

島根県申学校体育連盟調査

「運動部活動の実態」昭和48年昭和52隼昭和54年

織奥信男体育管理「中学校における運動部に関する

指導組織」日本体育学会　昭和41年

織奥信男　島根県中学校運動部活動に関する調査

昭和48年　昭和52年　昭和54年

松延陽一「クラブ活動と校内スポーツ」泰流杜　昭

和48年6月
前川峯雄，森清，大森新一「校内スポーツ」べ一ス

ボールマガシン杜　昭和37年4月

宇土正彦「体育管理学」大修館書房　昭和45年11月

宇土正彦ほかr体育管理学入門」大修館書房　昭和

51年3月
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